
 

論理回路とブール代数   小堀   木曜４講時 
 
 
 
 
 
 
 
 
注意：以下の問題において用いられる記号・用語などの表現は，特に断らない限り，講義において用いたものとする． 
 
１．ド・モルガンの法則に関する以下の問に答えなさい． 
(1) ￢（Ｐ∧Ｑ）＝￢Ｐ∨￢Ｑ が成り立つことを真理値表を書いて
示しなさい． 
 
Ｐ Ｑ  Ｐ∧Ｑ  

 

Ｔ Ｔ 

Ｔ Ｆ 

Ｆ Ｔ 

Ｆ Ｆ 
 
(2) 二重否定の法則と￢（Ｐ∧Ｑ）＝￢Ｐ∨￢Ｑ から 
￢（Ｐ∨Ｑ）＝￢Ｐ∧￢Ｑ が導出できることを示しなさい． 

 
￢（Ｐ∨Ｑ） ≡  
 
 
 
 
 
 
２．論理式は同値な関係を用いて標準形に変換することができる． 
(1) 次の式を和積標準形(乗法標準形，連言標準形)に変換しなさい． 
 
（Ｘ∧￢Ｙ）∨（Ｘ∧Ｚ）∨（￢Ｙ∧Ｚ） 
 
 ≡ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 (2) 上記の(1)の結果を完全な標準形に変換しなさい． 
 
（直前の式）≡  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３．４入力１出力の回路において，４つの入力をＡ，Ｂ，Ｃ，Ｄ，

出力をＹで表すとする． 
(1) 出力Ｙが下記の論理式で表されるとき，この回路の真理値表を
書きなさい（下の表の未完成部分を完成させること）． 

DCBADCBADCBADCBAY   

DCBADCBADCBA   
 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ  Ｙ    Ａ Ｂ Ｃ Ｄ  Ｙ 
 

０ ０ ０ ０       １ ０ ０ ０ 

０             １ 

０             １ 

０             １ 

０             １ 

０             １ 

０             １ 

０ １ １ １       １ １ １ １ 

(2) この回路のカルノー図を描き，もし簡略化できる場合は簡略化
（グループ化）したうえで，その論理式を示しなさい． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(3) 以上の結果の回路を構成し，回路図を具体的に描きなさい．た
だし，NOT ゲート，OR ゲート，AND ゲートのみで構成すること． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４．論理式Ｑが個体変数ｘを含まないとき，∀ｘ［Ｐ（ｘ）⇒Ｑ］

と∃ｘＰ（ｘ）⇒Ｑ が同値であることを示しなさい． 
 
∀ｘ［Ｐ（ｘ）⇒Ｑ］ ≡  
 
 
 
 
 
 
 
 
５．全体集合をＸとし，Ｘにおけるファジィ集合をＡ，Ｂ，Ｃとす
る．ここで，Ｘ＝｛1, 2, 3, 4, 5｝とし， 

Ａ＝0/1＋0.2/2＋0.5/3＋0.8/4＋1/5 
Ｂ＝0/1＋0.5/2＋1/3＋0.5/4＋0/5 
Ｃ＝1/1＋1/2＋0.5/3＋0.2/4＋0/5 

としたとき，これらのファジィ集合で下記の結合律の式が成り立
つかどうか確かめなさい．ただし，以下の手順により示しなさい． 

 
（確認しようとする結合律の式）※右辺を書き入れること． 
 
（Ａ∩Ｂ）∩Ｃ ＝  

 
（左辺）※計算結果だけでよい． 
 

Ａ∩Ｂ ＝ 
 
（Ａ∩Ｂ）∩Ｃ ＝ 

 
（右辺）※左辺と同様に書くこと． 
 
 
 
 
 
（結論） 
 
 
 
 
 

（裏面への解答不可） 


